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PowerEdgeTMサーバの信頼性、
可用性を支えるクラスタリング技術
現在、あらゆる分野のミッション・クリティカル・シス

テムでPCサーバが採用されています。PCサーバ

の信頼性、可用性を支えるのは、クラスタリング

技術。Microsoft® Windows® 2000 Advanced

Server搭載のクラスタ サービス（以下、クラスタ

サービス）のクラスタリングは、アプリケーションの

規模を拡張し、フォールト・トレランス能力を強化

する際、最も費用対効果に優れた方法の1つと

なります。クラスタリングの基本概念は、複数のコ

ンピュータを連動させ、同じタスク（処理）を実行

させることにあります。超大型のメインフレームや

スーパーコンピュータを購入するより、複数のPC

サーバを協調稼動させる方が、はるかに安価に、

ミッション・クリティカル・システムを構築することが

可能です。

クラスタリングには、高可用性だけでなく、サーバ

の性能向上やダウン時間の削減等の利点があ

ります。複数のサーバでクラスタを形成すれば、

メンテナンスのために1台のサーバをダウンさせて

も、アプリケーション・サービスに支障が出ること

はありません。複数のクラスタを地理的に分散さ

せれば、物理的な保護対策にもなります。それは、

大災害が発生し、ある一拠点のデータセンタが

完全な壊滅状態となっても、システムの稼動を存

続することができるからです。

クラスタ・コンピューティングという言葉は、単純な

Webのリダイレクションから、複雑な統合システム

や、バックエンドでのクラスタ化したストレージに至

るまで、広い範囲を網羅します。外付けストレー

ジアレイを用いたクラスタは、複数のコンピュータ

をあらかじめ定義しておいた外付けストレージア

レイの1つの単位と一体化します。このアプローチ

は、ドライブ、システム、OSのあらゆるコンポーネン

ト単位で発生する障害においても、非常に高度

なフォルト・トレランスを提供します。

データベース・クラスタを利用すれば、データを複

数のマシン間で共有することができ、単なる1台

のサーバより素早くデータにアクセスすることがで

きます。このようなクラスタはフォルト・トレランスも

提供できます。

分散させたオペレーティング・システムは、複数の

独立したサーバを1つのマシンとして動作させるこ

とができます。このアプローチのおかげで、アプリ

ケーションは、クラスタ対応とするための特別なプ

ログラムに書き換えなくても、これらのネットワーク

が提供する高い性能やフォールト・トレランスを活

用することができます。OSベースのクラスタは、各

サーバ間でデータと運用状況の同期を取ります。

1台のサーバに障害が発生しても、他のサーバが

処理を引き継ぐことができます。

復旧を可能にするデータ環境を構築
継続したビジネス運営を実現するには、アプリケ

ーションを保護する以上に、データの整合性を保

つことが大切です。ストレージ・エリア・ネットワー

ク（SAN）や、ネットワーク接続ストレージ（NAS）

のような非常に高い可用性を誇るデータ環境の

場合、システム管理者は、データ・バンクをコンピ

ードをダウンする、という流れで順番に作業が行

え、クラスタ全体の稼動に影響を与えることがあ

りません。

クラスタサービス
～ハイアベイラビリティ～
クラスタサービスは、Windows® 2000 Advanced

Serverに標準で組み込まれており、2ノード間で

フェイルオーバを行うソフトウェアです。クラスタ サ

ービスは、クライアントシステムから見ると仮想的な

1つのサーバに見えますが、クラスタ サービスが

サーバの稼動状況を監視し、アプリケーションが

動作しているサーバに異常があった場合には、

対象のアプリケーションをクラスタ・メンバ間で動

的に移動させます。バックアップなどのあらかじめ

計画されたサーバのダウンタイム時には手動でそ

れぞれのノード間でアプリケーションを移動する

ことが可能です。クラスタ サービスは、動的か

つトランザクショナルな環境において高い可用

性を提供しますので、電子商取引やERP

（Enterprise Resource Planning）などのミッシ

ョン・クリティカルなアプリケーションに最適です。

デルのクラスタリング・ソリューション
デルが提供するWindows® 2000 Advanced

Serverクラスタリング・ソリューションには、SCSIと

ファイバチャネルベースがあります。

PowerEdgeTM ClusterとMicrosoft® Windows® 2000 Advanced Server搭載のクラスタサービスで実現する
ミッション・クリティカル・システム

ューティング資源から切り離し、独立させることが

できます。このようなデータ環境レベルでクラスタリ

ングを構成すれば、アプリケーション環境に対し

継続したデータ供給源を確保することができます。

Webコマース（商取引）と負荷分散
インターネット サイトを構築し、その作業負荷を管

理する場合は、高可用性クラスタの定義を再考

し、その解釈も拡大することになります。変遷する

インターネット環境の場合、企業の通常のIT戦

略とは別の戦略を練る必要があります。リダイレク

ション・テクノロジの使用により、コンテンツ層をリア

ルタイムに拡張することができるため、システムの

稼働時間が増大します。また、定期メンテナンス

中でも、稼動を続けることが可能です。高可用性

を考える上でまず問題になるのは、ソフトウェアを

アップグレードする際、しばらくの間、計画的にシ

ステムを停止しなければならない点です。クラスタ

リングの場合、システム管理者は1つのノードをダ

ウンし、そこでアップグレードを行った後、次のノ

製品名 概要

SE-300 クラスタストレージ PowerVault 2xxS
OS Windows® 2000 Advanced Server
インターコネクト Fast Ethernet

SE-400 クラスタストレージ PowerVault 22xS
OS Windows® 2000 Advanced Server
インターコネクト Fast Ethernet

Dell｜EMC＊ クラスタストレージ Dell｜EMC FC4700
OS Windows® 2000 Advanced Server
インターコネクト Fast Ethernet

FE-200 クラスタストレージ PowerVault 660F/224F
OS Windows® 2000 Advanced Server
インターコネクト Fast Ethernet

DIRECT-ATTACH SCSI
ダイレクト接続SCSIクラスタ

DIRECT-ATTACH FIBRE CHANNEL
ダイレクト接続ファイバ・チャネル・クラスタ

DIRECT-ATTACH SCSI
ダイレクト接続SCSIクラスタ

DIRECT-ATTACH FIBRE CHANNEL
ダイレクト接続ファイバ・チャネル・クラスタ

＊PowerEdge Cluster Dell｜EMC構成は、今後サポート予定です。



Windows® 2000 Advanced Serverの
ミッションクリティカルな業務を支える
拡張性と可用性
Windows® 2000 Serverファミリーは、管理性

や、コストパフォーマンスの高さのみならず、負荷

の増大に柔軟に対応できる拡張性（スケーラビ

リティ）と、ミッションクリティカルな基幹業務に必

要な高い可用性（アベイラビリティ）を備え、企業

の部門サーバから、基幹業務サーバ、インター

ネット/イントラネットサイト、電子商取引サイトなど

で積極的に使用されています。

Windows® 2000 Serverファミリーは 、

Windows NT® Serverの総合プラットフォーム

としての強力な機能を引き継ぎ、さらに信頼性を

向上し、可用性や拡張性を高めることで、大規

模なインターネットサイトや基幹業務アプリケーシ

ョンの分野にも広く導入されています。

Windows® 2000 Advanced Serverは、

Windows® 2000の機能を拡張し、大規模なイン

ターネット/イントラネットサイトや、電子商取引、

ERP（Enterprise Resource Planning）、CRM

（Customer Relationship Management）などの

業務システムに適しています。24時間×365日のオ

ンラインビジネスを展開している米国の大

手.COM（ドットコム）企業では、Windows® 2000

Advanced Serverをベースにシステムを構築し

ている例が多く、99.9%以上（年間にして8.76時

間以下のダウンタイム）、サイトによっては99.99%に

迫 る 稼 働 実 績 を 達 成 し て い ま す

（http://www.microsoft.com/Windows

2000/guide/server/profiles/dotcoms/）。

Windows® 2000 Advanced Serverの
システム拡張に柔軟に対応できる
スケールアップとスケールアウト
負荷の増大に伴い必要になるシステムの拡張に

は、「スケールアップ（Scale Up）」と「スケールア

ウト（Scale Out）」の2つの方式があります。スケ

ールアップ方式は、マシンのスペックアップによる

システム拡張方式です。単一のサーバに、より高

速なプロセッサ、より多くのプロセッサ、より多くの

物理メモリを搭載することで、より大きなアプリケ

ーションの実行や複数アプリケーションの同時

実行に対応することができます。Windows®

2000 Advanced Serverでは、最大8ウェイ

SMP（Symmetric Multi Processing：対照的

マルチプロセッシング）と最大8GBのメモリまでの

スケールアップに対応することができ、また、サー

バクラスタを構成することで、システムの可用性を

最大限に高めることができます。ただし、スケー

ルアップは、ハードウェアの制約（拡張性）やコス

ト的な面での限界があります。

スケールアウト方式は、システムの負荷の増大に

合わせて、サーバを追加する方式です。

Windows® 2000 Advanced Serverは、最大

32ノードまでのネットワーク負荷分散に対応して

おり、オンラインのままサーバを追加してスケール

アウトしていくことが可能です。1クラスタは最大

32ノードですが、複数のクラスタを構成すること

で、事実上、無制限にスケールアウトしていくこと

ができ、ネットワーク負荷分散は、特別なハード

ウェアを必要としないため、標準的なPCサーバ

を使用しながらもスケールアウトの効果を最大限

に発揮させることができます。

Windows® 2000 Advanced Serverは、スケー

ルアップとスケールアウトに柔軟に対応すること

ができます。データベースなどデータ容量の増大

にはスケールアップ、インターネットサイトなどリクエ

スト数の増大にはスケールアウトというように、適

切にシステム拡張を行うことで、最大限のコスト

パフォーマンスを得ることが可能になります。

SQL ServerTM 2000 Enterprise Editionや

Exchange 2000 Enterprise Serverも、

Windows® 2000 Advanced Serverとの組み

合わせで、スケールアップやスケールアウトによる

システム拡張が行えるように設計されています。

SQL ServerTM 2000 Enterprise Editionのス

ケールアップによる性能向上の効果は、TPC-C

（http://www.tpc.org/）を含む多数のベンチ

マークで実証済みです。また、複数のサーバに

配置したデータベースを透過的に1つのデータベ

ースとして見せる「分散パーティションビュー」によ

り、スケールアウトに柔軟に対応できます。

Exchange2000 Enterprise Serverは「フロン

トエンド/バックエンド構成」に対応しており、

HTTPやSMTPなどのプロトコル処理を担当す

るフロントエンドサーバはネットワーク負荷分散や

アクティブ/アクティブ・クラスタによりスケールアウ

トでき、データストアを担当するバックエンドサー

バは、「ストレージグループ」による複数データベ

ースのサポートや、無制限のデータ領域、アクテ

ィブ/アクティブクラスタにより、スケールアップでき

ます。

高機能、ハイ・コスト・パフォーマンスを誇る

PowerEdgeサーバとWindows ® 2 0 0 0

Advanced Serverは、コストパフォーマンスと拡

張性・可用性を両立した、ベストチョイスと言え

ます。

「バックアップと回復～Microsoft®クラスタ環境での確実な回復対策の開発～」（ホワイトペーパー要約）
高可用性とは、単にデータのバックアップや冗長構成の構築だけで実現する訳ではありません。真の高可用性

の実現には強力な障害回復対策を実施することも必要です。本書では、クラスタ環境での回復方式の構成に

利用できる特定のアプリケーションと手順について説明します。設定を文書化し、十分な回復計画を確立して

おく事で、将来のダウンタイムを大きく縮めることができます。

本ホワイトペーパーの全文は、以下のWebサイトをご参照下さい。http://www.dell.com/html/jp/products/pedge/w_paper.htm
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O S  E N V I R O N M E N T

かつては、メインフレームがデータセンタを独占

し、ユーザは、リモートからダム端末にログオン

していました。その後、単機能のPCサーバが、

各所を埋め尽くす時代になり、サーバとアプリ

ケーションを中央で管轄していたデータセンタ

は、その制御権をそれぞれの部門に渡しまし

た。現在は、多くの組織が、各種のサーバを

様々な場所で管理する負担を背負っているた

め、中央に一括集中したコンピューティング・モデ

ルが再考されるようになってきました。

組織がコンピューティング資源を整理統合するに

は、様 な々方法が考えられます。IT部門が古く

なったサーバを交換する場合、新しい高性能

IA（インテル・アーキテクチャ）サーバであれば、

複数のシステムで運用していた機能を、1台のよ

り強力なサーバで運用することができます。また、

1つのOS（オペレーティング・システム）から他の

OSへ移行（もしくは、同じOSで新バージョンへ

アップグレード）する場合、アプリケーションやデ

ータを統合できる可能性もあります。高可用性も、

統合が推進される理由の1つとなることがありま

す。最近のサーバは、冗長電源や冗長ファン、

内 蔵 RAID（Redundant Arrays of

Independent Disks）ストレージ、フォルト・トレラ

ンス機構を備えたネットワーク接続など、様 な々

機能を搭載しており、OSにクラスタリング機能を

サポートしているものがあります。

企業によっては、Webサーバ、データベース、電

子メールなどのビジネス・アプリケーションをミッシ

ョン・クリティカルと位置付けている例も見られま

す。クラスタ サービスは、Windows®ベースのア

プリケーションに、より高水準な可用性を提供す

る1ソリューションとなります。本書では、クラスタ

サービスを利用してサーバとストレージの統合す

る際に得られる様 な々利点について説明いたし

ます。

統合による能率の向上

サーバ、ストレージ（データ）、アプリケーション

の統合は、データセンタにおける最も典型的な

統合形態となります。統合の利点は、OSやライ

センスにかかる費用の削減、物理的な設置ス

ペースの節約、消費電力や冷却システムの必

要性の軽減などが挙げられます。

さらに、統合によってコンピューティング資源のよ

り効率的な活用も促せます。大き過ぎる単一機

能サーバは、その処理能力が使いきれずに無

駄となってしまうケースも多く見受けられます。

物理システムの台数を抑えれば、小規模なチー

ム編成で管理でき、人材確保やトレーニングの

経費も削減できます。サーバとストレージを中央

に集中させれば、システムの監視や管理も楽に

なり、結果的には高い可用性も得られることに

なります。

コンピュータ技術は、驚異的な速さで進化して

おり、プロセッサの速度は今や2GHzを超え、1

台のストレージ・システムはテラバイト級の容量を

保持できるようになり、また新しいアプリケーシ

ョンやOSが次 と々登場しています。ユーザの要

求が年々厳しさを増すため、既存システムは数

年で、時代遅れで、力不足になることがありま

す。64ビットのコンピューティング環境などに技

術が推移しつつある現在、コンピューティング資

源の利用方法を再評価し、調整を図って最も

効率的な運用を実現する良い機会といえます。

クラスタサービスの概要

Windows® 2000 Advanced Serverには、高

可用性クラスタ機能が標準で搭載されており、

様 な々OSサービスやアプリケーションに高可用性

を提供します。サポートするサービスには、

Internet Information Service（IIS）、Web

およびFTPサーバ、ファイル/プリント サーバ、

Distributed Transaction Coordinator

（DTC）、Microsoft®Message Queue（MSMQ）、

Dynamic Host Configuration Protocol

（ DHCP）、Windows® Internet Name

Service（WINS）、Distributed File System

（DFS）、Network News Transport Protocol

（NNTP）、Simple Mail Transport Protocol

（SMTP）などがあります。クラスタをサポートする

一般的なアプリケーションの例を挙げると、

Microsoft® SQL ServerTM 2000、Exchange

2000 Serverなどが挙げられます。クラスタ サー

ビスは業界標準の高可用性ソフトウェアとなり、

そのアプリケーション・プログラミング・インタフェー

ス（API）も広く利用できるようになったため、今後、

クラスタ サービスと連動するよう開発されたアプ

リケーションの数は増える一方でしょう。

クラスタ サービスを使用した構成の場合、クライ

アントは、常に仮想サーバへ接続されます。この

仮想サーバは、マシンのIPアドレスやネットワー

ク名など、各マシンに固有な物理コンポーネント

を抽象化します。この仮想サーバの概念を利用

することで、アプリケーションやサービスは、複数

の異なるサーバ上でも実行することができ、シス

テム管理者は、フェイルオーバの発生時も、クラ

イアントやサーバを手動で再構成する必要があ

りません。

各仮想サーバは、少なくとも1台のディスク・リソ

ースと1つのIPアドレスから構成されますが、通

常は、図 1に示したとおりネットワーク名

（NetBIOS名）リソースとアプリケーション リソー

ス（たとえばファイル共有など）も加わります。1台

のノードに障害が発生すると、クラスタ サービス

が障害ノード上のリソースを他のノードに移し、

そこからサービスを再開します。この間クライアン

トは、処理速度や応答時間に多少の遅れを認

めるだけで、ほとんどフェイルオーバを意識する

ことはありません。

統合による経費削減と可用性の向上

サーバとストレージのメンテナンス経費は統合

によって削減することができます。クラスタ サー

ビスを使用して統合を行えば、アプリケーション

やサービスの可用性の増強も可能になります。

仮想化により、クライアント側は変更なしで、円

滑に統合が行えます。単一の目的に使用して

いる複数のサーバを整理統合する際は、ストレ

ージや各種のコンピューティング・リソースを最

大限効率的に活用するよう、各システムを注意

深くサイジングすることが必要です。

最高の可用性を得るには、認定されたソリュー

ションを採用する必要があります。デルでは、ク

ラスタ サービスをサポートする認定ハードウェ

ア・ソリューションを豊富に取り揃えております。

デルのプロダクト・ラインからサーバ、アプリケー

ション、データの統合に適したプラットフォームを

選択して頂くことができます。

Microsoft® Windows® 2000 Advanced Server搭載のクラスタサービス（以下、クラスタサー

ビス）は、Windows®ベースのアプリケーションに、より高水準な可用性を提供します。本書は、

クラスタサービスを利用し、サーバとストレージを整理統合する方法について説明いたします。

Microsoft® Windows® 2000 Advanced Server
搭載のクラスタサービスを利用した
サーバとアプリケーションの統合

図1 複数のクラスタリソースから構成される1つの仮想サーバ

Mike Kosacekは、デルのクラスタ開発グループに所属

するシニア・メンバです。数々のデル製品を対象に技術

者リーダーとして活躍しており、デルサーバおよびストレー

ジ製品ライン向けクラスタソリューションの開発、テスト、

統合、認定に従事してきました。電子工学の学位と、マ

イクロソフト認定システムエンジニア（MCSE）の資格を

取得しています。

Nam Nguyenは、デルの高可用性クラスタ開発グルー

プに所属するシステム・エンジニアです。数々のDellファ

イバチャネルPowerEdgeクラスタ製品で、技術者リー

ダーを務めてきました。米国テキサス州オースチンにある

テキサス大学において、電子工学の学位と修士号を取

得しています。

本ホワイトペーパーの全文は、以下のWebサイトをご参照下さい。
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データベースとは、本来ビジネス・クリティカルな

ものであるため、Microsoft® SQL ServerTM

2000を使用しているお客様は、高い可用性を求

めます。データベースに必要とされる可用性の

水準は、使用するアプリケーションによって変わ

ってきます。特別な対策を講じていない場合、

Microsoft® Windows® 2000とSQL ServerTM

2000で99%の可用性（1年間に87時間のダウン

時間）で、通常は、許容範囲内です。しかし、

99.9%の可用性（1年に8.7時間のダウン時間）を

達成するには、RAID（Redundant Arrays of

Independent Disks）やストレージを使用するな

ど、ハードウェアに冗長性を持たせる必要があり

ます。

99.99%の可用性（1年に52分のダウン時間）を目

標とするには、フェイルオーバ・クラスタリング、レプ

リケーション（複製）、ログシッピングなどの技術を、

冗長ハードウェア、高可用性を意識して設計した

インフラストラクチャ、実用性に優れた管理手段

などと共に組み合わせる必要があります。本書

は、SQL ServerTM 2000で使用可能なクラスタ

リングおよびログシッピング・オプションについて

解説します。また、クラスタリングとログシッピング

の両方を基盤としたハイブリッド（併用）ソリュー

ションについても触れています。

SQL ServerTM 2000クラスタが
提供する高可用性

Microsoft® Windows® 2000 Advanced

Server搭載のクラスタ サービス（以下、クラスタ

サービス）は、高可用性のSQL ServerTM 2000

環境を実現する上で必要となる、フェイルオーバ

クラスタリング ソフトウェア技術を提供していま

す。PowerEdgeTM Clusterは、SQL ServerTM

2000向けに2ノードの高可用性フェイルオーバ

クラスタを構成することができます。

PowerEdge Clusterの各ノードを、1台もしくは

複数のSCSI PowerVaultTM 2xxSエンクロージ

ャに直接接続すれば、最大3.5TBもの共有スト

レージを提供することができます。PowerVault

は、RAIDレベル1、5、1+0、5+0をサポートして

おり、Dell OpenManageTM Array Managerを

使用すれば、これらのRAIDレベルを構成する

ことができます。デルは、最高の性能を発揮する

ため、トランザクション・ログにRAID1を、また、

データベース ファイルにRAID1+0の使用を推

奨します。

SQL ServerTMは、仮想サーバ構成を通してフ

ェイルオーバ・クラスタリングを提供します。この

仮想サーバにもIPアドレスとネットワーク名を割り

当てます。仮想サーバは、ストレージとしてSQL

ServerTM Serviceと共有ディスク・リソースを必

要とします。

クライアントは、常に仮想サーバを通してSQL

ServerTMに接続します。仮想サーバを稼動して

いるクラスタ・ノードに障害が発生すると、この仮

想サーバ グループは、クラスタ内にある他方の

ノードへとフェイルオーバします。このとき、2番目

のクラスタ・ノード上で各サービスを再開するま

で、クライアントの接続は一時的に遮断されます。

MSCSがノードの障害を検出すると、各リソース

を障害ノードから2番目のノードに移し、ネットワ

ーク情報の更新を自動的に始めます。これらの

処理は、すべて、ユーザが意識することなく円滑

に行われます。

クラスタリングのフェイルオーバ直後から、クラス

タ化したSQL ServerTMに割り当てたデータベー

スは、システムやユーザ・データベースも含め、す

べて利用し続けることができます。トランザクショ

ン処理は、整合性を失うことがありませんし、デ

ータも最新のまま保たれます。フェイルオーバ処

理は自動的に行われ、ダウン時間/フェイルオー

バ時間は、非常に短時間です。実際の所要時

間は、フェイルオーバ中に活動しているトランザク

ション数によって変わります。図1は、SQL

ServerTM 2000を稼動するPowerEdge Cluster

を示しています。

Microsoft® SQL ServerTM 2000の
ログシッピング

Microsoft® SQL ServerTMが提供するログシッ

ピング・オプションは、稼動にクラスタ サービス

を必要としません。ただし、自動的にデータベ

ース間の同期を取るため、Microsoft® SQL

ServerTM Agentジョブを使用しています。ログ

シッピング機能は、ソース（元）データベース上

にあるトランザクションログのバックアップを周期

的に取り、格納先データベース・サーバへコピ

ーします。

ログシッピングの処理状況を表示する監視サー

バとして、3台目のサーバを追加することも可能で

す。ログシッピングの場合、ソース・データベース

はプライマリ・サーバ、格納先データベースはセ

カンダリ・サーバとなります。ログシッピングは、現

在のデータベースの状態を反映するバックアッ

プ・コピーを1つまたは複数作成します。コピーを

反映したサーバをレポーティング・サーバとして活

用し、プライマリ・サーバのクエリー（照会）作業

を分担させれば、負荷分散も可能になります。

災害の発生や、複数のサーバが故障した場合、

セカンダリ・データベース・サーバをシステムの現

状復帰に利用できるため、システムを早急にオ

ンライン状態へ戻し、運用を再開することがで

きます。拠点全体の災害から守るため、セカン

ダリ・サーバを地理的に離れた場所に設置す

ることもできます。ログシッピング機能では、デー

タベース全体で1つのメンテナンス・プランしか

組むことができませんが、同じプラン内で、複数

のセカンダリ・データベース・サーバを定義する

ことは可能です。SQL ServerTM 2000のログシ

ッピング・オプションでは、災害発生時、セカンダ

リ・サーバにプライマリの役割を引き継がせる

こともできます。

図2は、フェイルオーバ・クラスタリングとログシッピ

ングの機能を比較したものです。

フェイルオーバ・クラスタリングと
ログシッピングが実現する高可用性

様々な機能拡張を装備したMicrosoft® SQL

ServerTM 2000では、フェイルオーバ・クラスタリ

ングか、ログシッピングのいずれかを使用するこ

とで、高い可用性が達成できます。さらに両方

のオプションを併用すれば、ハイブリッド環境

が実現できるため、より一層優れた障害対策と

なり、ビジネス・クリティカルなデータベースのニ

ーズが必要な場合でも、大きな強みとなります。

綿密に設計されたデータセンタ・インフラストラク

チャと、確実かつ実用的な管理手法を組み合

わせてSQL ServerTM 2000を導入すれば、最

も過酷な条件が突きつけられるミッション・クリ

ティカルなシステム要件を満たす可用性を発揮

することができます。

Microsoft® SQL ServerTM 2000は、高可用性が求められるビジネス・クリティカルなアプリケー

ションとしての採用が多く見受けられます。SQL ServerTM 2000上で高可用性という目標を達成

し続けるには、フェイル・オーバ クラスタリングとログシッピングという2つの方法が利用できます。

本書は、この双方の手法をそれぞれ組み入れたハイブリッド（併用）ソリューションについて説明

します。

フェイルオーバ・クラスタリングとログシッピングを
使用したMicrosoft® SQL ServerTM 2000の
高可用性システム 作成：Mahmoud Ahmadian、Daniel Moges（ホワイトペーパー抜粋）
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フェイルオーバクラスタリングを使用した
高可用性（HA）SAN

今日のeワールドでは、企業のアプリケーションと

データを24時間365日、利用可能な状態にして

おかなければならず、システムダウンによる損害は、

平均して一時間あたり84,000ドルを超す額に上

ります。ノンストップの可用性を保証するには、

様 な々種類の障害から情報を守らなければなり

ません。

¡データの破壊や汚染：この種のエラーは、ユ

ーザやアプリケーションが原因で起こり得ます。

データの可用性を脅かすこの種の問題から企

業を守るには、通常、データのバックアップが

最適な手段となります。

¡ストレージの障害：データを格納する領域は、

ハードウェアの故障から保護する仕組みが必

要です。この保護措置を講じるには、高可用

性ハードウェアや冗長（リダンダント）データ・ス

トレージを使用します。RAID（Redundant

Arrays of Independent Disks、複数の個

別ディスクによる冗長配列）デバイスは、データ

にパリティ情報を付加して保存し、情報を複数

のディスクにまたがって分散させます。1台のデ

ィスクが故障しても、情報は冗長データから再

構築することができます。

¡サーバの障害：アプリケーションを連続して稼

動させるためには、サーバ・ハードウェアとアプ

リケーション・ソフトウェア双方の障害から守ら

なければなりません。クラスタ構造のサーバ

モデルを採用すれば、この保護が可能になり

ます。

¡サイト（拠点）の障害：データ処理用の機材が

すべて1つの拠点に集中している場合、人為

的なミスや自然災害でこの拠点に障害が発生

すると、企業の運営が停止してしまう可能性も

あります。遠隔地での復旧能力を含め、災害

に備えた保護対策を練る必要があります。

ここではSANを用いたサーバ障害に対する保

護ソリューションに焦点を絞っています。SANを

構成していない従来のサーバ・クラスタ環境で

は、通常、共有ストレージに直接接続した2台の

サーバが必要です。1台のサーバが故障すると、

その分の作業負荷は残されたもう1台のサーバ

に引き継がれます。このインフラストラクチャです

と、フェイルオーバ先のサーバは、ほとんどの稼

働時間をアイドル状態で待機することになり、し

かも、障害に備えて稼動を維持しなければなら

ないため、非常に高額です。さらに、SCSIの制

限により、ディスク・ストレージとサーバを互いに

隣接して設置しなければならないため、保護手

段が極端に限定されてしまいます。

SANベースのサーバ・クラスタリングを使用する

と、多くのサーバがSANに接続されたストレー

ジを共有することができ、また、サーバの作業負

荷は、SAN上の別サーバへとフェイルオーバす

ることができます。したがって、n+n型（1台の業

務運用サーバにつき、1台の専用フェイルオーバ

サーバ）のクラスタで必要とされたサーバ数は、

n+1型の構成に変更することで、台数を減らす

ことができます。サーバの全体数を減らせれば、

ハードウェア経費、ソフトウェア経費、システム管

理コストを大幅に削減することができます。さらに、

ファイバチャネルSANにより、各デバイス間の距

離が広がるため、より効果的な災害対策を組む

ことができます。

結論として、SANベースのサーバ クラスタリング

は、アプリケーションで24時間365日対応の可用

性を実現し、同時に、インフラストラクチャのコス

トを大幅に削減することができます。

システム構成

図1に示した構成は、Exchange 2000 Serverシ

ステムの実現に、Brocadeスイッチ、Dell｜EMC、

Microsoft® Windows® 2000 Advanced

Server搭載のクラスタ サービスを使用しており、

高い可用性要求仕様を満たしています。このソ

リューションでは、スイッチ1台につき2つのファブ

リックがサポートできるため、ファブリック規模での

冗長性が実現できます。

¡ストレージ・サブシステム・レベルのインテリジェ

ントな保護を提供します。

Dell｜EMC FC4700は、ハードウェアの各コ

ンポーネントが完全な冗長性を提供しており、

データのミラーリングはディスク側で行うことが

できます。LUNレベルのマスキングには、

Access LogixTMソフトウェアを使用します。

¡ストレージ ネットワークを保護します。

この保護は、Brocadeのインテリジェント・スイ

ッチ・ネットワークと、ATFというパス・フェイル

オーバ・ソフトウェアによって実現しています。

¡Exchange 2000のホストを保護します。

ホスト保護は、Windows® 2000 Advanced

Serverに標準で提供しているクラスタ サービ

スを、アクティブ/アクティブ型のノード構成でセ

ットアップし、これを使用することで実現してい

ます。

Microsoft® Exchange Serverは、最も広く使用されているメッセージング・アプリケーション

の1つです。Exchangeは、1台のサーバおよびDAS（直接接続されたストレージ）構成から、複数

のクラスタと外部接続したストレージ・アーキテクチャへと、進化を続けています。多数のユーザ

を抱える多くの企業が、数台から数十台のサーバを設置して、クライアントをホスティングしていま

す。多数のExchangeサーバを管理するのは、多くのIT管理者にとって難題となります。ストレー

ジとバックアップ/リストアの管理は、高可用性のExchangeシステムを設計する際のキーポイン

トとなります。このガイドは、Brocade（ブロケード）ファブリックを構成するミッド～ハイエンド向

けストレージ・システム、Dell｜EMC FC4700を基盤としたソリューションについて説明します。

Microsoft® Exchangeの場合、ストレージ設計が非常に重要となります。Exchange 5.5の場

合、扱えるのは1台のExchange仮想サーバだけでした。しかし、Exchange 2000では、ノードご

とに最大4台のExchange仮想サーバを使用することができます。従来のSCSIベースのストレー

ジ・システムでは、エンタープライズのExchangeストレージが求める高可用性、スケーラビリテ

ィ、性能のニーズに応えることができません。Brocadeファブリックのストレージ・エリア・ネット

ワーク（SAN）スイッチ・ネットワークであれば、ネットワーク接続したストレージ・アーキテクチャを

通して、より優れたスケーラビリティと信頼性を提供し、管理業務も整理統合することができます。

サーバ、ストレージ、バックアップの統合は、BrocadeファブリックSANの主要な利点となります。

Exchange 2000におけるストレージ管理の基盤は、Exchange 5.5から大きく変わっています。

Exchange 5.5では1つだけに制限されていたストレージグループが、Exchange 2000では4つ

まで作成できます。Exchangeのシステム管理者は、今や、複数のストレージグループを使用し

て、Exchangeデータベースを割り当てることができるようになりました。これにより、Exchange

データベースのバックアップとリストアにかかる所要時間は、劇的に短縮できます。Exchange

2000データベースは、BrocadeファブリックSANを通じて保護することができます。Brocadeフ

ァブリックSANは、Exchange 5.5やExchange 2000のストレージ・データベース、バックアッ

プ、リストアを統合することができます。

Dell｜EMC FC4700とDell｜EMCスイッチを
使用した Microsoft® Exchange向けの
高可用性SAN（ホワイトペーパー抜粋）

Exchangeクライアント�

Exchange 2000�
クラスタ ノード2

ATFATF

Dell｜EMC DS-16B Dell｜EMC DS-16B

Dell｜EMC FC4700

Exchange 2000�
クラスタ ノード1

Windows® 2000ドメイン�

図1 Exchange 2000向け高可用性SANの構成 図2 検証した機材とドライバ類

以下、本ホワイトペーパーでは、ハードウェア、ソフトウ

ェアの各種設定や検証作業について詳述しており、

フェイルオーバをテストするまでと続きます。全文は以

下のWebサイトをご参照下さい。

http://www.dell.com/html/jp/products/pedge/w_paper.htm

推奨するハードウェアとソフトウェア�

サーバ�

PowerEdge 2450* 2台 Windows®  2000 Advanced Server、SP1を適用�

HBA 4枚 Emulex  LP8000�

ソフトウェア�

Microsoft®  Exchange 2000 Enterprise Server�

スイッチ�

Dell｜EMC スイッチ 2台 DS-16B�

ストレージ�

Dell｜EMC 1台 Dell｜EMC FC4700

＊2002年2月現在、PowerEdge 2450の後継として、PowerEdge 2550を販売しています。
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デル 瀬戸：今回は昨年の11月26日にプレス発表

しました弊社デルとマイクロソフトさん、ネットベイ

ンさんによる「Windows® Webホスティング支援

プログラム」について、ざっくばらんに話していき

たいと思っています。お集まり頂いたマイクロソフ

トさん、ネットベインさん、よろしくお願いします。

それでは、まずマイクロソフトさんに伺います。複

数のディストリビューションがいるLinux、あるい

はUnixという現状のWebホスティングに対して、

Windows®ベースのホスティングの利点はどんな

ところですか。それと、今回「Windows® Web

ホスティング支援プログラム」というイニシアチブを

立ち上げた狙い、また、それが今後の「.NET戦

略」の方へどのように組み入れられて発展してい

くのか、合わせてお聞かせください。

マイクロソフト 喜多：そうですね。まず、Linuxと

どう違うかということから話をすると、端的に言え

ば簡易化された使いやすいGUIがWindows®

の利点になるでしょう。つまり、ユーザーがクライ

アントで使われていた感覚を基に、Webサーバ

ーとしての管理もWindows®のGUIで利用でき

ることから、非常に簡単にあるいは短期間で、

必要な操作技術を習得できるというのが強みと

言えるのではないでしょうか。機能の違いで言

いますと、Windows® 2000サーバが提供する

IIS（Internet Information Service）にはASP

（Active Server Pages）というサーバサイドスク

リプティング技術があり、スクリプトを使ってダイナ

ミックなWebページやWebアプリケーションを簡

単に開発できるという特徴があります。また、

Fron tP ag e®とも連携されていますので、

FrontPage®で作成されたHTMLをそのまま

Webサーバーにアップすることも可能です。

マイクロソフト大磯：なぜ「Windows® Webホス

ティング支援プログラム」を立ち上げたかというと、

1つは「.NET」のビジョンの中にあります。

「Windows® Webホスティング支援プログラム」

を継続的に推進していくことで「.NET」における

XML Webサービスを浸透させたいわけです。

そしてその最初のステップが「Windows® Web

ホスティング支援プログラム」なのです。そういっ

た意味では、喜多が言った現状における

Windows®のメリットや、データセンター事業者に

よるTCOの削減は大きな武器になるでしょう。

半年、1年という長期的なスパンでは、.NET

Frameworkの提供やVisual Studio® .NETと

いう次期バージョンの開発ツールを提供するの

を手始めに、Windows® .NET Server、

Windows® .NET Enterprise Serverなど、今

年中にXML Webサービスを実現する環境が

整ってきます。我 と々しては「.NET」のビジョンに

基づいたソフトウェアサービスの実現を最終目標

に掲げていますから、このフレームワークを推し

進めていく中でWindows®の機能的な良さだけ

を提供するのではなく、将来的なXML Webサ

ービスまで合わせて提供していくつもりです。

デル 瀬戸：「.NET」としての第一弾は、フロント

エンドになるWebサービスということでしたが、今

後SQL ServerTMやXML Webサービスホスティ

ングも「Windows® Web ホスティング支援プログ

ラム」の枠組みの中で考えているのでしょうか?

マイクロソフト 大磯：そうですね、今後のソリュ

ーションとして、おっしゃるとおりSQL ServerTMや

XML Webサービスホスティングを含め、様 な々

ホスティング用ソリューションを展開することを考

えていきたいと思っています。

Windows®ベースホスティングの利点

デル 瀬戸：座談会らしくなってきましたね。そん

なお話を聞きたかったんです（笑）。話は戻りま

すが、先ほどWindows®特有の機能についての

優位性を言われてました。その中で、ASPが

Unixの世界のCGIと決定的に優れている点は、

どんなところになるのでしょうか?

マイクロソフト 喜多：IIS5と完全な整合性がとら

れていますから、処理速度が速いと言えますね。

ネットベイン 高橋：私はASPとCGIはまったく別

のものという捕らえ方をしています。Windows®

環境のASPは自由度の高さが魅力でしょう。

LinuxのCGIの場合は、ある一定のレベルでい

きなりパフォーマンスが落ちることが難点です

が、ASPは速い処理速度を保ったまま、パフォ

ーマンスが落ちることはありません。

デル 瀬戸：我 も々ASPとCGIではどのぐらいパ

フォーマンスに差があるのか、ASPと同じロード

をGCIにかけて試したことがあるんですが、確か

にある一定のレベルを超えたときにCGIはパフォ

ーマンスが落ちますね。次に率直な質問ですが、

マイクロソフトさんは現在のLinux、UnixのWeb

ホスティング市場をどのぐらいの期間、どのぐらい

のレベルまで切り崩していこうとお考えですか?

マイクロソフト 大磯：そうですね、大幅に

Windows®のシェアを上げたいという思いはあり

ます。Linux、Unixが脅威なのは間違いないと

ころで、とくにL i n u xは価格や手軽さで

Windows®と同様に伸びてきていますね。です

が、我 の々Windows®の場合は会社として長期

的なビジョンがあり、製品のロードマップはLinux

よりも描きやすいと言えます。例えば、開発ツー

ルも順次提供できますから、デベロッパにとって

は開発しやすい環境が構築可能なわけです。

さらに今後はWindows® .NET Serverも登場

してきますので、あらゆる面でWindows®のメリ

ットを分かって頂けると思います。

デル 瀬戸：では次に「Windows® Web ホスティ

ング 支 援 プ ログラム 」の 中 で 、M S P

（Management Service Provider）として参加

頂いているネットベインさんに伺います。まず、

MSPという位置付けが最近なぜ脚光を浴びて

いるのかお聞かせください。

MSPからみたWindows®ベース
ホスティングの利点

ネットベイン 原田：MSPはお客様のサーバやネ

ットワークなど、インターネット上のプラットフォーム

を24時間365日監視して、システムを管理するサ

ービスを行なう事業者です。プラットフォームフリー

でサービスを提供しているので、Windows®だけ

でなくLinuxやUnix、ルータなど、お客様が持つ

ものすべて対象となります。当社が、今回このプ

ログラムに参加した背景には、MSPの普及には

メーカーさんとの連携というのが欠かせないと考

えており、このプログラムでいうと、デルさんのハー

ドウェアが出荷と同時に我 の々マネジメントサー

ビスが付いている事を目指しているわけです。そ

ういった意味では、デルさんのハードウェアとマイ

クロソフトさんのWindows®、そして私どものマネ

ジメントサービスを含めた「Windows® Webホス

ティング支援プログラム」は、理想的な協業といえ

るのではないでしょうか。

ネットベイン 工藤：Unix系のエンジニアが多か

ったり、Windows®のセキュリティホールに不安

を感じていたりと、Windows®がインターネット上

のプラットフォームとして成立しにくい部分はあり

ますが、今回のプログラムでは、我々がプロビ

ジョニングから運用までトータルにサポートして

いくので、問題はありません。また、デルさんや

マイクロソフトさんと直に「Windows® Webホス

ティング支援プログラム」のスキームでやってい

くことで、お客様の信頼感を得ることができると

思います。

マイクロソフト 大磯：今、お話にあったセキュリ

ティの問題ですが、マイクロソフトはこれを非常

に重要な問題と捉えています。そのひとつの表

れとして「ストラテジック テクノロジー プロテクシ

ョン プログラム」と称する高いレベルのセキュリ

ティ対策プログラムを開始しています。このプロ

グラムを通じてセキュアにサーバを立ち上げる、

セキュリティを維持するための情報提供、ツー

ルの提供、そして迅速なセキュリティアップデー

トを提供するというものです。どのプラットフォー

ムにおいても高いレベルのセキュリティを達成す

るためには我々のような提供者側、そしてその

情報を実際に適用する管理者側の双方が高

い意識を持って取り組まなければなりません。

一般のWindows®サーバ管理者の中にはこの

セキュリティへの意識が十分でなく、セキュリテ

ィアップデートがあるにもかかわらず正しく適用

されていなかったりするケースも見うけられまし

た。今回のWindows® Web ホスティング支援

プログラムではネットベインさんがセキュリティア

ップデートを含めてしっかりマネジメントを提供

Windows® Webホスティング支援プログラムの狙いと
「.NET戦略」
デルコンピュータ株式会社 マイクロソフト株式会社 株式会社ネットベイン

デルコンピュータ株式会社
マーケティング本部
エンタープライズシステムマーケティング
サーバブランドマネージャ
瀬戸弘和

マイクロソフト株式会社
NSP営業本部
ホスティングソリューション営業部
マネージャー
大磯岳士氏

マイクロソフト株式会社
NSP営業本部
ホスティングソリューション営業部
ソリューションスペシャリスト
喜多昭人氏
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執行役員
プロダクトマーケティング部門
部門長　兼
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デルコンピュータ、マイクロソフト、ネットベインの3社の業務提携により発足した「Windows®

Webホスティング支援プログラム」。このプログラムによってWebホスティングの何が変わる

のか、3社のプロジェクト担当者による座談会の様子から、その可能性を探る。
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マイクロソフト、デル、ネットベインの
強力なパートナーシップ

マイクロソフト、デル、ネットベインの3社は、

2001年11月に、ホスティング事業者に対する支

援プログラムである「Windows® Webホスティ

ング支援プログラム」の発表を行ないました。

本プログラムは、Windows®のテクノロジーを利

用したホスティングソリューションの提供と本プ

ログラムに参加したホスティング事業者に対し

て顧客獲得のための支援活動を行うことを目

的としています。ホスティングソリューション提供

の第一弾としては、デルのアプライアンスサーバ

「PowerApp.web」をベースとする専有型ウェブ

サーバのホスティングソリューションをホスティング

事業者に提供します。マイクロソフトは.NET構

想を実 現 するものとして "Software as

Services" を標榜していますが、これはソフトウ

ェアを販売するだけでなくソフトウェアをサービス

として提供するというものです。安定した品質と

セキュリティにも配慮された商材を提供すること

により、ホスティング事業者からWindows®の特

徴を生かしたサービスを提供していただくことで、

エンドユーザーはソフトウェアであるWindows®

をサービスとして利用することができます。

データセンター事業者との
緊密なパートナーシップ

同時に、データセンター事業者2社が、本プログ

ラムにおけるデータセンター業務と本ホスティング

ソリューションのホスティング事業者への紹介と

いう2つの役割においてすでに参画を表明して

います。

商材のトータルソリューション

本プログラムの最大の特徴は、ホスティング事業

者にとって次のような商材がトータルに提供でき

るところにあります。

してくれるので、ホスティングを依頼する側は安

心して任せることができるわけです。当然我々

も製品出荷レベルでいっそう堅牢な製品を提

供してゆかなければならないと思っています。

デル 瀬戸：では実際に「Windows® Webホス

ティング支援プログラム」の枠組みの中で成立し

たお客様に対してはどのような管理体制で、ど

のようなサービスをしていくかお聞かせください。

ネットベイン 工藤：Windows®だけに限ったこと

ではなく、標準設定の単体のサーバだけでセ

キュリティを守るのは無理がありますので、他の

ツールやファイアウォール機器等を組み合わせ

ながら保守していくことになります。運用的なア

プローチとしては、人災的なセキュリティ問題を

回避するためのトレーニングサービス、そして定

期的なメンテナンスなどをしていくことになります。

こういった体制はWindows®の方が作りやすい

でしょう。また、フリーのOSではなく、マイクロソ

フトさんのプロダクトベースのOSである点がこ

のプログラムの良さになっていると思います。お

客様のサーバによってはカーネルから変更を加

えているものまであって、こういったサーバはマ

ネジメントするのが大変です。それに比べて、

Windows®はシステム的なセキュリティが管理さ

れていると言えますから、マネジメントは非常に

楽ですね。

デル 瀬戸：「Windows® Webホスティング支援

プログラム」には、インターネットデータセンター2

社が既に参画を表明されていますが、IDC側

から見るとどんなメリットがあると思いますか?

ネットベイン 高橋：今までの経緯でいうと、お客

様はできるだけ安く立ち上げたいというのがあ

って、Linuxの顧客が増えてきたわけです。そ

の中で、Windows®を使用したいという話もあっ

たのですが、実は受け皿がなくて腰が引けて

しまう状況が続いてました。それを考えると、こ

のプログラムで確実にニーズを掴めることは大

きな前進だと思います。

Webアプライアンスプラットフォームと
Windows®Webホスティング
支援プログラムの利点

デル 瀬戸：ライセンス上もメリットがあると思いま

す。例えば既存のWindows® 2000のサーバで

SQL ServerTMやExchange Serverを使って

いる環境で、Webホスティングを導入したいとな

れば、通常はホスティング用のライセンスが必要

ですが、Webアプライアンスにあらかじめ組み

込まれていればホスティング用ライセンスは要りま

せん。こういった面から、私どもが提供するアプ

ライアンス製品は、「Windows® Webホスティン

グ支援プログラム」のスキームに合っているので

はないでしょうか。

マイクロソフト大磯：なるほど、そうきますか（笑）。

この話に合わせるわけではありませんが、この

プログラムの意図として、ソフトウェアライセンスの

収益ももちろん考えていますが、さらに優先して

いることとしてホスティング市場での堅牢な実績

作りがあります。これは「.NET」のロードマップ

の一部がホスティングであるということもあり、今

後「.NET」が進化していく中でビジネス上の大

きな成功を得られると思っています。

ネットベイン 原田：「.NET」戦略でソフトウェア

のサービス化となると、裏で支える私たちMSP

の需要も高まるでしょう（笑）。マイクロソフトさん

の戦略と方向性をMSPのマネージメントサービ

スにどう活かしていくかが大事ですね。

マイクロソフト 喜多：最後に1つ言い忘れたこ

とで、このプログラムによるメリットのTCOの削

減を挙げておきたいですね。まず、デルさんの

アプライアンス製品というのが導入時の大幅な

コスト削減になると思います。また、人材を抱え

ながらサーバを管理していくのはコストがかか

りますが、このプログラムで我 に々任せてもらえ

れば、大きなTCOの削減になるはずです。

マイクロソフト 大磯：それと「Windows® Web

ホスティング支援プログラム」とあるように、我々

は全力でホスターさんに対してマーケティング的

に支援をしていくこと考えています。これは、この

プログラムを通じてホスティングを行っていただ

いているお客様に対して営業的にも支援をして

いき、認知や売り上げ向上などを一緒に図って

行きましょう、といったようなものです。是非ご利

用頂きたいですね。

デル瀬戸：本日はありがとうございました。

ホスティング事業者支援

「Windows Webホスティング
支援プログラム」

1. デルから、Windows® Powered OSを搭載

したアプライアンスサーバをホスティング事業者

に提供するため、エンドユーザーにホスティン

グサービスとしてすぐに提供可能で、商機を

逃がしません。

2. ネットベインによりサーバの監視やセキュリティ

パッチのインストールなどが行なわれるため、

ホスティング事業者はシステム運用の負荷を気

にすることなく高水準のウェブサーバ環境をエ

ンドユーザーに提供することが可能となります。

3. デルおよびマイクロソフトによるマーケティング支

援も実施することになっており、ソリューション

の販売だけでなくホスティング事業者の顧客

を獲得するための支援を提供することも本プ

ログラムの特徴となっています。

Windowsの特性を生かした商材

本プログラムはホスティング事業者にとって魅力

あるものとなっているだけでなく、ホスティングを

実際に利用するエンドユーザーにとっても次の

ような魅力あるものとなっています。

1. エンドユーザーは従来のウェブサーバ機能だ

けでなく、提供されているIIS5およびターミナ

ルサービス等、マイクロソフトのWindows

Powered OSに特有な機能を活用すること

により、GUIでサーバーの各種設定・管理を

行うことができ、さらにFront Page®と連動し

たウェブページのアップロード機能なども利用

することができます。

2. エンドユーザーがホスティングしている全ての

サーバは、ネットベインによるプロフェッショナ

ルな監視・管理とサービスパックの適用が行

われるため、エンドユーザーは結果として高

いパフォーマンスと高レベルなセキュリティを

持つサーバを利用することになります。

Windows Webホスティング支援プログラム
～MSP―ネットベインの取り組み～

MSP―ネットベインの事業内容

ネットビジネスを支えるシステムには、従来の企

業情報システムとは異なった用件が課せられて

います。24時間365日安定したサービスを提供

し続けるためには、システムの状態を常時監視

し、障害発生時には迅速な対応をとることが必

要となります。しかしこのような体制を実現する

ためには、高価なハードウェア/ソフトウェアの導

入、運用管理要員の確保など、多大な負担を

強いられることになります。これではとても厳しい

競争を勝ち抜いていくことはできません。ネット

ビジネスにかかわるこうした問題を解決するの

がMSP（Management Service Provider）で

す。お客様に代わってシステムの監視運用を行

い、サービスを常にベストの状態に維持し、コア

ビジネスに注力できる環境を低コストかつスピ

ーディーに実現できるよう、ネットベインはお手伝

いをしています。

ユーザーのメリット

サービスを利用していただくお客様へのメリット

は、本プログラムがあらかじめマネージメントシ

ステムをパッケージ化したものであるため、良質

なサービスをスピーディーかつ安価に利用でき

るという点でしょう。ユーザーが行うには負荷の

高い、セキュリティ確保に必要なセキュリティ情

報の収集から、セキュリティホールへの迅速な

パッチインストールなどの作業まで、迅速に提供

します。
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ホスティング事業者支援

「Windows Webホスティング支援プログラム」

24x7でマネージメントされた環境を提供

監視体制

サーバに対する監視内容はインターネット経由で

Webの正常性監視としてのサービス稼働監視と

ポート監視を行います。詳細な監視としては、

WebサーバのOSの稼働状況、アプリケーション

の稼働状況の監視をリソース・システム・イベント

のそれ ぞ れについて 行 います。さらに

O p e n M a n a g eとの 連 携 によりデル

PowerApp.web 120のハードウェア監視を行う

ことで電源・電圧・温度等までを含め総合的な

監視が可能となり、サーバの安定稼働を実現し

ます。

運用/障害対応体制

あらかじめ環境設定を定義し、統一的にデル

PowerApp.web 120のセットアップを行います。

面倒で手間のかかるセキュリティパッチの適用

も継続的に行います。障害時には原因切り分け

の後、適切な対応を実施します。また、監視して

いるサーバに対して毎月の監視/運用レポートを

オンラインで提供いたしますので、サーバの安定

稼働の確認と共に、ディスクの利用率や障害時

の原因などをチェックすることができます。

今回の提携について

提携の背景

今後、マイクロソフトが.NET戦略、ブロードバン

ド戦略を展開していく中で、Windowsを利用し

を楽しむことができる」とか「電話の受話器から

はいつも通話音が聞こえる」ように、単一の機能

が既存のコンピュータ機器や技術によって実現

さ れ る ソ リュ ー ション を 指 し ま す 。

PowerApp.web 120はWebホスティング機能に

的を絞ったアプライアンスサーバで、Windows®

ベースのWebホスティングを構築するために特化

した機能を実装しています。Windows® Webホ

スティング支援プログラムにPowerApp.webを使

用することでホスティング事業者に次のようなメリ

ットを提供します。

プログラムメリット

1Uラックマウントサーバ

PowerApp.web120は、筐体形状が1U(高さ約

4.4cm)のラックマウントサーバです。サービス価

格に直接影響するデータセンターのラックスペー

スを有効活用できるだけでなく、Webトラフィック

のピーク時にあわせ容易にサーバ数を増減でき

るスケールアウトコンピューティングに対応するこ

とで柔軟なパフォーマンス計画を可能にします。

標準で2個のネットワークポートを装備

1Uサーバの限られたスペースを追求し、バック

パネルには標準で2個の10/100BaseT対応の

ネットワークポートを装備（RJ45タイプ）。さらに、

オプションでデュアルポートNICやギガビットNIC

をPCIスロットに装着可能。データセンターのネ

ットワークインフラストラクチャや運用方法に適し

たハードウェア構成が柔軟に組めます。

容易なセットアップ

開梱後ネットワークポートや電源コードなど最小

限のケーブルを接続するだけで、約20分でセッ

トアップが完了します。同梱の「リモートキックス

タートユーティリティ」とDHCPサービスを利用す

ることで、IPアドレスをリモートコンソールから設

定し、完全なヘッドレスオペレーションを可能に

します。

高機能でも安価な導入コスト

Microsoft® Windows® 2000 Advanced Server

とServerApplianceKitを使用し、Windows®

Powered OS化することでWebアプライアンスに最

適化。ビルトインのクラスタリングや負荷分散など

Windows® 2000 Advanced Serverと同等の機

能を保持しながら、安価な価格を実現。ホスティン

グ事業者にとってハードウェア/ソフトウェア全体の

コストを把握しやすくなっています。

ターミナルサービスとSNMPを使った

サーバ管理機能

Windows® Powered OSに標準装備されてい

るターミナルサービスを使用して、リモートからサ

ーバを管理可能。また、Ope nMan a g e

Agentをインストールすることで、SNMPを使用

してハードウェアの状況把握が容易に行えます。

セキュリティパッチにも対応

マイクロソフトから提供されるセキュリティパッチ

（英語版）を適用することで、汎用サーバ上で使

用されるWindows®サーバOSと同様のセキュリ

ティレベルを確保できます。

ホスティングに関わる一連のライセンスを簡略化

Windows® Powered OSには 、通 常 の

Windows®サーバオペレーティングシステムをホス

ティング用途で使用する場合に必要な「サービス

プロバイダライセンス」が不要です。ホスティング

事業者は、ホスティングに関わるライセンス費用を

アプライアンスサーバを使用することで最小限に

押さえることが出来ます。

今回の提携について

DSLやFTTHを使用したブロードバンド化が加

速する中で、クライアント側のネットワーク接続環

境は劇的に改善されようとしています。これに対

して、プロバイダ側には高速なコンテンツ配信を

実現するインフラストラクチャの再構築とともに従

来にない魅力的なコンテンツを展開してユーザ

を獲 得 するチャンスが 到 来しています。

ASP Windows® MediaWevDAVといった

Windows®特有の機能は従来のUNIXを中心

としたコンテンツ配信バックボーンに対し、魅力

的なコンテンツ配信のためのバックボーンとして

大きな可能性を秘めています。デルはマイクロソ

フトと早期からSAKを使用したWebアプライアン

スを提供し、Windows® Webアプライアンス市

場を牽引してきました。今回の提携以降も、ホス

ティング市場におけるWindows®プラットフォーム

の認知を高める支援を続けていきます。
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図3 リモート監視環境

監視環境
●インターネット経由でのWebサーバの正常性監視
●サービス監視（HTTP/HTTPS/FTP)
●ポート監視（HTTP/HTTPS/FTP/指定のポート)
●Ping監視

WebサーバのOSの稼働状況、アプリケーションの
稼働状況の監視
●プロセス監視
●リソース監視（CPU使用率/ディスク利用率/メモリ利用
率/ネットワークI/O/ネットワークエラー）

●システム監視（ディスク稼動監視/暴走プロセス監視/リブ
ート検知/ページング頻度検知）
●イベント監視（Windows PopUp Errorを監視）

OpenManageとの連携による
デル PowerApp.web 120のハードウェア監視
●いずれかのデル関連サービスのダウン有無
●メモリユニットの全般的なステータス
●ネットワークインターフェイスが正常動作
●ネットワークインターフェイスの送信エラー
●アンペア数、電源、電圧、温度、ファンの各ステータス

「運用/障害対応体制」
●セットアップ

最適なサーバ環境のセットアップ実施
●セキュリティ
セキュリティパッチ情報収集、セキュリティパッチインストール

監視システムからの障害報告を検出し、障害切り分け、適
切な障害対応の実施

監視/運用レポートのオンライン提供
●アラート履歴
●リソース使用率（CPU使用率/ディスク利用率/メモリ利
用率）

本プログラムにおけるサービス内容　ネットベインサービスから本プログラムに最適なメニューを切り出してパッケージ化しています。

た操作性の高いWindows Hostingの需要は

急速に増加していくと考えられます。その際、デ

ルのアプライアンスサーバは重要な役割を担うと

考えられます。当社はMSPのサービスを各アラ

イアンスパートナーの持つサービスに付加して一

緒に提供する戦略をとっており、本プログラムも

その戦略の一環として提携しました。デル、マイ

クロソフト、ネットベインの3社で日本市場に対し

ての協同マーケティングができることはネットベイ

ンにとって非常にメリットも高く、本プログラムの

成長を長期で支援していきたいと考えています。

Windows Webホスティング支援プログラム
～デルの取り組み～

アプライアンスサーバ

アプライアンスとは、特定用途向けに設計された

機器を指します。たとえば、TVはリモコンなどの

ユーザインタフェースを使ってチャンネルを選び音

量を調節し、好きなプログラムを見るという用途

に特化された機器です。テレビを見る人はこうし

た操作がどのような仕組みで動くかということを

意識することはありませんし、「テレビプログラムを

見る」以外の用途を期待しません。

コンピュータシステムにおけるアプライアンスとは、

このように「TVのスイッチを入れればいつも番組
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図1 事業領域



企業活動のあらゆる側面でITが浸透しつつあ

る現在、ERPをはじめとする基幹業務システムや

Webサイト、ECなど、ミッション・クリティカルなシ

ステムへの要求が飛躍的に高まっています。デ

ルは 1 9 9 7 年 9月に 高 性 能 サーバ 製 品

「PowerEdge（パワーエッジ）」シリーズで国内

IAサーバ市場に参入し、わずか4年足らずで日

本市場におけるトップブランドのひとつに成長し

ました。ユーザ企業のミッション・クリティカル・シ

ステムのニーズに応えるべく、企業顧客向けに

技術コンサルティング事業、デル・テクノロジー・コ

ンサルティング（DTC）を提供しています。

DTCとはユーザ企業ごとに異なるニーズをダイレ

クトに把握し、デルの最新鋭サーバ/ストレージ

製品群と独自のビジネスモデル、自社のインター

ネット・インフラストラクチャ構築や運用で培った

ITノウハウをベースにして、ユーザ企業に最適

なソリューションを提供する支援サービスです。

各ソリューション・サービス分野で優れた専門知

識を持つ企業数社との仮想統合（バーチャル・

インテグレーション）により、ユーザ企業のニーズ

に応じて広範囲なコンサルティングサービスを組

み込んだトータル・ソリューションをデルから一括

して提供しています。

DTCではデルのサーバおよびストレージ製品

を最大限に有効活用いただくため、負荷の増

大に柔軟に対応できるスケーラビリティ（拡張性）

と、ミッション・クリティカル・システムに必要な高

いアベイラビリティ（可用性）が備わった

Windows® 2000 Serverファミリーの導入を推

進しております。これにより、低価格・高品質なサ

ービスの追求、ユーザー企業のIT戦略におけ

るTCO削減とROI向上を積極的に支援してい

きます。

ャを提案します。サービスインまでの時間および

工数の低減をお約束し、さらにはコンサルティング

アウトプットとしてシステム構成、推奨実装方法、

運用サービスをレポート（Recommendation

Report）として提案していきます。

例えば、某大手通信系会社様の案件では、携

帯電話専用ネットワーク並びにインターネットから

のWebアクセスに応え、情報提供を行うWebセ

ンターを構築した実績があります。この案件では、

システム全体の信頼性および運用負荷の低減

を目的にシステム構成を設計。ファイアウォール

の冗長性確保にFireWall-1のVRRP（Virtual

Router Redundancy Protocol）を使用し、シ

ステムの簡素化と低価格を実現しました。また、

負荷分散装置とSSL装置をロードバランサーに

統合してシステムの簡素化をはかり、ネットワーク

機器故障時のフェイルオーバには、マルチレイ

ヤ・スイッチなどの「Availabilityチェック→経路

切り替え」を使わず、機器自身のVRRPを使用

しています。

サーバ・ストレージ・コンサルティング

大規模なSAN（Storage Area Network）を活

用した先進的システムの構築、キャパシティ・プラ

ンニングやRAIDの設定など、より専門的な技術

が求められる案件に対応して計画の初期段階

から設置までトータルにサポート。ミッション・クリ

ティカルに必須のスケーラビリティとアベイラビリテ

ィを高めるクラスタ化の設計・構築、データの保

全性・運用・管理（バックアップ）が考慮されたシ

ステム、ストレージ統合化・冗長化（大規模・冗

長SAN）など、ユーザにとって導入経験、知識の

少ないハイエンドなサーバ・ストレージを確実に

導入して頂くことを支援します。また、運用に必

要な基本知識も身に付けられるサポート・サービ

スや、PowerEdgeサーバ、PowerVaultおよび

Dell｜EMCストレージのインストレーション・サー

ビスも提供いたします。

例えば、某大手電気メーカー様の案件では、

工場並びに設計部門のNotesを含む情報系シ

ステムの再構築をファイバー・チャネル・ネットワー

クにより統合・構築した実績があります。再構築

のポイントとしては、より高速な集中バックアップ、

ストレージの集中管理と管理コストの低減、高い

スケーラビリティと高度なアベイラビリティの実現、

投資保護があげられます。

SAPコンサルティング

世界で使用実績の高いデルのサーバ、ストレー

ジ製品を安心してご利用いただくため、システム

化構想段階からサイジング、設置、サポートまで、

プロジェクト全体をご支援いたします。

■SAPコンピテンスセンターによる支援内容

・最新機種・アプリケーション動作検証

・デモンストレーション

・システムサイジング

・ベンチマーク

・システム構成検証

・ファイバーチャネル・クラスタ構成の事前検証

・SQL ServerTMによるクラスタ構成の検証等

デル・テクノロジー・ソリューション・センター
（DTSC）

DTCの支援サービス強化の一環として最新の設

備を備え、顧客のシステム環境を再現して徹底し

た技術検証を行うためにデル本社内に開設した

のがDTSCです。DTSCではユーザ企業がこれ

から導入予定のシステム、もしくはすでにお持ち

のITソリューションをシステムレベルで評価、検証、

パフォーマンス・チューニングすることが可能な環

境を提供しています。

DTSCはDTCがコンサルティングを行うユーザ企

業の大規模システム構築や、デルのサーバ/スト

レージ製品と各種基幹系アプリケーションによる

ソリューションデザインの検証やチューニング、さら

にクラスタリング・システム構築、複数のストレージ

を使用した複雑なシステム構築など、より高度で

ミッション・クリティカルなシステム構築へのニーズ

に対応するものです。DTSCではユーザー企業

からのヒアリングを基に、デルのエンジニアが最適

なシステムをデザインし、実際にデル製品を設置・

導入する前にDTSC内に同等の環境を再現して

動作検証、問題解決を行います。これにより、ユ

ーザー企業は業務に支障をきたすことなく、リス

クを最小限に抑えてソリューション導入やシステム

の移行作業をスムーズに行うことができます。

■DTSCが提供する主なサービス

・アーキテクチャ、システムデザインの検証

・パフォーマンス検証

・トラフィックなどを考慮したシステム規模の検証

・負荷の増大に備えたシミュレーション

・システム移行の安全性の検証

・トレーニング・運用サポート

ミッション・クリティカル・システムを支援する
デル・テクノロジー・コンサルティング（DTC）

Internet 携帯電話専用ネットワーク�
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現在、DTCで行っている支援サービスには以下のようなものがあります。

● Microsoft®ビジネス・ソリューション・コンサルティング

● e-インフラストラクチャー・コンサルティング

● e-ビジネス・コンサルティング

● サーバ/ストレージ・コンサルティング

● SAPコンサルティング

● デル・テクノロジー・ソリューション・センター（DTSC）

Microsoftビジネス・ソリューション・
コンサルティング

ユーザ企業の大切な時間と資産を守るため、

スピーディにWindows® 2000やExchange

2000などマイクロソフト・ソリューションの導入を

サポートします。システム設計では導入・移行の

ための具体的ステップを提案。そして、

Windows® 2000への移行リスクを最小限にす

るために、お客様の環境を様々な角度から検

証します。Windows® 2000構築の実作業では

ドメイン設計、ディレクトリサービス構築、クライ

アント管理構築、セキュリティ管理構築、

Windows® 2000システム構築までトータルにサ

ポート。ユーザ企業にとって最適なソリューショ

ンの導入を評価し、導入、ヘルプデスクまで広

範囲の提案をいたします。

e-インフラストラクチャ・コンサルティング

「構築までの時間が少ない」「サービスの取捨選

択が難しい」「技術の移りかわりが速くて採用す

るテクノロジのリスクが高い 」と悩むユーザー企

業に、世界最大規模のe -コマースサイト

「Dell.com」を運営するデルのノウハウを提供。デ

ルのウェブサイト構築経験に基づき検証されたシ

ステム環境、製品、テクノロジに加え、マイクロソフ

トをはじめとするパートナー各社の先端の技術と

ノウハウで、すぐに利用可能なインフラストラクチ

D E L L  T E C H N O L O G Y  C O N S U L T I N G

某大手通信系会社様システム構成図

日本最大規模のNetWareサーバを有していたグリコグ
ループ。全国に約90拠点が点在し、乱立した43台の
NetWareサーバと約1,800台のクライアントがありまし
た。NetWareインフラの問題は導入時と現時点の技
術的・環境的な格差です。既存のシステムで運用を続
けた場合、運用・管理・開発などに要するコスト高騰、
作業効率やネットワークパフォーマンス低下、インフラ
管理の分散化などが起こる可能性があります。事実、
接続端末の増加にともなって、NetWareのリモートコン
トロールが不能になることもありました。
そこでDTCでは部門、グループ、時には個人レベルで行

われていたシステム管理を一元的に集中管理する「グル
ープシステムインフラ統合」という目的を定め、問題の解
決とシステムの一元的な集中管理体制の確立にあたり
ました。具体的にはWindows® 2000 Serverを核にお
き、大阪本社を中心としたシングルドメイン、拠点を21の
サイトに分割、37台のWindows® 2000サーバに最適
化、全クライアント環境の設定変更などを行いました。
これによりインフラの全面的なリプレースに成功し、大
きなTCOの削減を実現しました。サーバ環境の移行
に約1ヶ月、クライアント環境の移行に約2ヶ月という短
期間の導入も見逃せません。

Microsoftビジネス・ソリューション・コンサルティング事例
江崎グリコ株式会社様～Windows 2000 migration～



Windows® 2000 &
Exchange 2000 Migration
Microsoft ビジネス・ソリューション・コンサルティング
川崎汽船株式会社 様

D T C / C A S E  S T U D Y - 1 D T C / C A S E  S T U D Y - 2

川崎汽船株式会社様の場合、Windows NT®

3.51/4.0及びExchange 5.0/5.5をベースに全

国拠点6ヶ所に18台のドメインコントローラ、ファ

イルサーバと、14台のExchange Serverを設

け、約1,000台のクライアントが稼動していました。

しかし、こうした一世代前のシステムは進歩す

るIT技術との格差が生じることになり、コスト

の増大が避けられません。

Windows® 2000への移行が急務でしたが、

DTCではWindows® 2000への移行を単なる

OSアップグレードだけに留めることなく、全社

情報システム（海外拠点を含む）の次世代プラ

ットホームと位置付け「管理面・操作面の観点

から最適なWindows® 2000環境」の構築を目

的に定めました。

そこでまずはWindows® 2000と共にメッセー

ジング、コラボレーション、ナレッジマネジメント

のプラットフォームとしてExchange 2000を導

入。プレスフォルダ型ツリードメインを構築した

Windows® 2000（Active Directory）との強

力な連携により、管理性の向上とTCOの削減

を実現しました。また、サーバの設置場所や

メーカー、機種に依存することなく、複数のスト

レージをネットワーク上で一元管理できるSAN

（Storage Area Network）環境を構築。これ

により、スケーラビリティとアベイラビリティに優

れたシステムと大きなTCO削減の実現に成功

しました。

サーバ・ストレージ・コンサルティング

東芝テック株式会社 様

Windows® 2000への移行を
OSのアップグレードにとどめず、
Exchange 2000との連携により、
管理性を向上、TCOを削減。

名古屋� 大阪�

■新規�
Windows® 2000 Server�
ドメインコントローラ 2台�

■新規�
Windows® 2000 Advanced Server�
ファイルサーバ 2台�

■新規�
Windows® 2000 Advanced Server�
Exchange 2000 Enterprise Server 2台�

本社�

神戸� 大井� 横浜�

SAN

■新規�
プレスフォルダ用DC・GC（2式）�

k-line.com ドメイン�

Kline.com ドメイン�

jp.Kline.com ドメイン�

USドメイン�
Franceドメイン� Englandドメイン�

Germanyドメイン�

Windows® 2000 Server�
Exchange 2000 Server

Dell

製造業において上流工程（製品企画、設計、

開発）の設計業務は、もっとも効率化を求めら

れる一つに上げられます。これに該当する東

芝テック株式会社様の場合は、「ナレッジコラ

ボレーション・ナレッジワークフローの構築」を

目的とする次世代の情報インフラ構築を目指

し、データの共有と汎用性の高いWebベース

での運用を具体策に掲げました。

まず は 情 報 インフラの 整 備 で す が 、

CAD/CAMデータ、文書データ、解析データ、

部品情報、イメージデータなどを統合管理・共

有するため、SDRC Metaphase®のPDM

（Product Data Management）とeXcelonTM

のXMLソリューションを管理する専用データサ

ーバを導入。これにより、設計業務プロセス全

体の最適化をトータルに実現し、全工程サイク

ルを管理するWeb中心の情報インフラを整備

しました。

そして、何といってもデータを蓄積するストレー

ジ環境の整備が最大の焦点です。そこで、

SANを次世代の情報プラットフォームとしてス

トレージ環境の一元管理を行うと共に、スケー

ラビリティとアベイラビリティに優れたインフラを

構築。さらに、NAS（Network Attached

Storage）の導入により、社内に乱立していた

ファイル・サーバを統合してデータを共有するシ

ステムを実現しました。結果、システム管理者

の管理負荷の軽減だけでなく、ユーザビリテ

ィの向上とセキュリティ管理の徹底にも多大な

成果を上げました。

NAS(Network Attached Storage)

SAN(Storage Area Network)

PowerVault 210S
PowerEdge 2550

PDMサーバ�

データベースサーバ�データベースサーバ�

XMLXML用�
データベース�
XML用�

データベース�
IIS(NLB)･DCIIS(NLB)･DC

PowerVault 755N

PowerEdge 6450PowerEdge 2550

PowerVault 56F

PowerVault 660F

PowerVault 244F

PowerVault 136T

高い効率の求められる製造業の
設計業務における次世代の
情報インフラとしてSAN、NASを構築、
管理負荷の軽減と
作業性、セキュリティ管理を徹底。

DTC事例

DTC事例



ユーザ企業の負担を軽減することで、
バーチャルな世界のビジネスを拡大

インターネットを活用したビジネス展開の必要性

は理解していても、システム構築・運用の難しさ

のために二の足を踏んでいる企業は現在でも

少なくありません。システム面の悩みを解決す

ることで、バーチャルなビジネスの世界により多

くの企業を引き込むことはできないか。このよう

な発想から生まれたのが日本ユニシスのアプリ

ケーション&ホスティングサービス「asaban.com」

です。

「朝から晩まで混み合う“ビジネスパーク”をバ

ーチャルな世界で作り上げること。これが私た

ちの目標であり、asaban.comという名前の由来

でもあります」というのは、日本ユニシス

asaban.com事業部 市場開発室長の野田 泉

氏です。また日本ユニシス asaban.com事業部

で技術企画室長を務める保科 剛氏は、「日本

ユニシスがこのようなビジネスに乗り出した背景

にはIT産業における企業間競争ポイントの変

遷があります」と説明します。

近年のIT業界における競争は、ハードウェアの

機能・性能から、ソフトウェアへと移行し、現在

では、ソフトウェアすらも競争のポイントではなく

なりつつあるといわれています。「ITに必要なコ

ンポーネントは、今後モノとしてではなくサービ

スとして提供されることが当たり前になる」と保

科氏。asaban.comは、この流れを先取りしたビ

ジネスのひとつです。

2つの柱から構成されるサービス―
すでに数多くのビッグネームが活用

現在asaban.comのサービスには、大きくふたつ

のカテゴリーが存在します。ビジネスに必要なア

プリケーション・サービスをユニシス自身が提供

する「ASPサービス」と、顧客のASP事業展開を

支援する「ASPホスティングサービス」です。

まずASPサービスの分野では、「Pro j e c t

Center」「dot-Learning」「AuctionBuyer」の3

デル＋マイクロソフトで高いサービスレベルを実現
朝から晩まで混み合うビジネスパークを目指す
日本ユニシス株式会社 様

国 内 ユ ー ザ 事 例

優れたシステムインテグレータとして広く知られている日本ユニシス。2000年4月から本格的なア

プリケーション&ホスティングサービス「asaban.com」を始動しました。“朝から晩まで混み合う

ビジネスパークを実現したい”というコンセプトのもと、eマーケットプレイスや各種ビジネス向け

ASP、総合ホスティングといったサービスを展開しています。システム基盤としてはPowerEdge

サーバとMicrosoft® Windows® 2000 Advanced Server、そしてMicrosoft® .NETTM

Enterprise Serversを採用。デルが提供する業界標準技術と高水準の信頼性、短い納期で

のシステム構築、ハイコストパフォーマンス、そして安心のサポート体制を活用することで、

asaban.comが自らに課す厳しいSLA（Service Level Agreement）に基づく極めて高いサー

ビスレベルの実現に成功しています。

日本ユニシス asaban.com
業種 アプリケーション&ホスティングサービス

本社 東京都江東区豊洲1-1-1

URL http://bizpark.asaban.com/index.html

日本ユニシスasaban.com事業部
技術企画室長
保科剛　氏

技術企画室
システムマネージャー
川辺治之　氏

技術企画室
チーフSE
五十嵐智　氏

ビジネス開発室
チーフSE
池田雅一　氏

つのサービスが提供されています。

ProjectCenterは、刻 と々変化する図面や工程

などをインターネット上で共有し、必要な情報をす

べて一元管理するためのプロジェクト向け情報

共有ASPサービスです。効率的な計画進行とプ

ロジェクトコストの削減が実現できます。

dot-Learningはネットワーク型総合教育システム

であり、企業内教育の効率化を実現します。日

本ユニシスはこれまでにもコンピュータ利用によ

る企業研修や学校教育ソリューションを構築し

ており、dot-Learningにはそのノウハウが結集

されています。

AuctionBuyerは商談支援とリバースオークショ

ンを提供するもので、購買業務のなかで、電話や

FAX、面談など手間のかかる商談作業をWeb

化にて効率化し、さらに逆オークションにより購入

価格を削減したいというニーズに応えたものです。

またこれらの他にも、今後はe-Japan構想へ対応

する自治体向けサービスをはじめ、様 な々サービ

スが、ASPとして提供される予定になっています。

一方ASPホスティングサービスは、システム企画の

段階からシステム設計、運用設計、運用業務、必

要なシステムコンポーネントのレンタルまでを総合的

にカバーしており、ASP事業展開に必要な要素を

ワンストップで入手できるのが最大の特長です。

asaban.comのサービスの詳細については、日本

ユニシスのホームページ

http://bizpark.asaban.com/ をご参照下さい。

複数サービスを連携した
バリューチェーンも実現

asaban.comが数多くの“ビッグネーム”をユーザ

に持てたのは、日本ユニシスというブランド力だ

けでなく、数多くのミッション・クリティカル・システ

ムの構築経験と実績を積み重ねているシステム

インテグレータとしての信頼性によるものです。安

心して利用できる電子商取引を実現するには、

24時間365日、安定して稼動するシステム基盤を

確立しておかなければならないからです。

「asaban.comをスタートした当初は気がつか

なかったのですが、複数のサービス提供を進

めていくにつれて連携の重要さが見えてきまし

た」と野田氏。「現在では複数サービス間の連

携こそがサイバーな世界のバリューチェーンだ

と考えています。このようなBusiness Parkとい

うコンセプトで運営されているASPは、現在で

はまだ少ないのではないでしょうか」。

さらにasaban.comでは、ASP事業に必要とな

る課金をはじめとする各種のソフトウェア機能

やビジネス機能も、コンポーネント化されて提

供されています。これらの機能群を利用する

ことで新規ASPサービスが短期間で構築でき

ることも、asaban.comの大きなメリットだとい

えます。

主力プラットフォームはデル＋Windows®

汎用性の高さが最大のメリット

ユーザニーズに的確に対応し続けるためには、

プラットフォームにどのような製品を選択するかが

重要になります。サービスの基盤となるプラットフ

ォームによって、サービスインまでのスピードやサ

ービスコスト、サービスの信頼性、スケーラビリテ

ィ等が大きく左右されるからです。asaban.com

ではパイロットサイトを立ち上げる前に3ヶ月間の

システム検証が行われましたが、そのほとんどは

プラットフォーム製品の比較とベンチマークテスト

の実施に費やされました。その結果、主力プラ

ットフォームとして選択されたのが、デルの

PowerEdgeサーバとMicrosoft® Windows®

2000 Advanced Server および .NETTM

Enterprise Serversの組み合わせでした。例

えばWebサーバではPowerEdge 1550が主力

サーバとして採用されており、データベース・サー

バではPowerEdge 6450が利用されています。

デルとマイクロソフトの組み合わせが採用された

理由について、「大きく4つのポイントがありました」

と説明するのは、日本ユニシス asaban.com事

業部 技術企画室でシステムマネージャーを務め

る川辺 治之氏です。まず最も重視されたのは

汎用性です。PC製品の中には独自機能を追加

することで他社製品との差別化を図っているも

のが少なくありませんが、このような製品は
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図1 asaban.com サービス概要



asaban.comのように多様な目的のために膨大

なマシンを利用する企業にとっては、かえって使

いにくいのだといいます。デルのPowerEdgeサ

ーバはデファクトスタンダードに徹した設計になっ

ている点が高く評価されています。プラットフォー

ムにデファクトスタンダードを採用することは、自由

度の高いシステムを短期間かつ低コストで構築

するための前提条件です。プラットフォームがデ

ファクトスタンダードであれば対応するソフトウェア

製品の数が多く、選択の幅が広がります。アプ

リケーションを独自開 発 する場 合でも、

Windowsプラットフォームは大きな優位性を発揮

します。JavaTM等と比べて開発者人口が圧倒

的に多いため、開発者を簡単に集めることがで

きるからです。

日本ユニシスでは、Windows®に詳しい技術者

を多数抱えています。マイクロソフトの認定取得

数は延べ3000人近くに上っており、「W2KCOE

（Windows® 2000 Center of Excellence）

Tokyo」という技術連携のためのグループや、

「LUCINA（ルキナ）」と呼ばれる開発方法論な

ど、Windows®プラットフォームをサポートするた

めの体制も整備されています。このため

asaban.comで新規サービスを構築する場合に

は、Windows® 2000+IIS+SQL Server 2000

の組み合わせを提案するケースが圧倒的に多

いといいます。

さらに日本ユニシス asaban.com事業部 ビジネ

ス開発部でチーフSEを務める池田 雅一氏は

「汎用性が高ければ製品の流用性を高めること

も容易」と指摘します。ASPサービスではハード

ウェアやソフトウェアは事業者の資産となり、その

調達コストは当然ながらサービスコストにはね返

ります。保有する製品の流用によって資産を有

効活用できれば、サービスのコストパフォーマン

スを高めることも可能になるのです。

信頼性についても高く評価
納期の短さも大きな魅力に

プラットフォーム選択の第2のポイントは、製品の

信頼性です。asaban.comでは顧客との間で厳

しいSLA（Service Level Agreement）を結ん

でおり、極めて高いサービスレベルを実現しな

ければなりません。この面でもデル+マイクロソフ

トの組み合わせは、極めて高いレベルに達して

デル＋マイクロソフトで高いサービスレベルを実現
朝から晩まで混み合うビジネスパークを目指す

日本ユニシス株式会社 様
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います。PowerEdgeサーバは極めて高い可用

性を実現している上、SANをはじめとするデー

タ・バックアップ・ソリューションも用意されてい

るからです。

asaban.comでは信頼性を極限まで高めるた

め、主力OSとしてWindows® 2000 Advanced

Serverを採用し、すべてのサーバをクラスタ構

成にしています。これによって万一1台のサーバ

がダウンしても他のサーバが処理を引き継ぎ

（フェイルオーバ）、サービスを継続できるように

なっています。しかし日本ユニシス asaban.com

事業部 技術企画室でチーフSEを務める五十

嵐智氏によれば「実際にはフェイルオーバが発

生したことはほとんどない」といいます。「特に

Windows NT®からWindows® 2000になって

から、安定性は驚くほど向上しました。これによ

って運用コストの削減も可能になっています」。

川辺氏も「Windows®プラットフォームの信頼性

は、世の中の人が思っている以上に高い」と指

摘します。金融系やチケット販売といった、絶対

的な信頼性が求められるシステムの多くが

Windows®プラットフォームで構築されています。

ミッション・クリティカルだからUNIXを選択する

という考え方は、すでに時代遅れといっても過

言ではないのです。

第3のポイントは価格です。デル製品と

Windows®プラットフォームの組み合わせがコ

スト面で優位であることは、もはや反論する余

地がないといえます。ハードウェアやソフトウェ

アのコスト削減は、サービス価格の低減に大

きな貢献を果たします。

そして第4のポイントは製品を提供するベンダ自

身の信頼性です。特にハードウェアの納期確約

とその確実な実行は、欠かすことのできない条

件になりました。asaban.comで新規サービスを

立ち上げる場合、顧客からの引き合いを受け

てから短いときには2週間～1ヶ月でサービス稼

動を開始しますが、この期間にはシステム構築

だけではなくアプリケーションの稼動テストも含

まれているため、ハードウェアを発注してから長

くても1～2週間程度で確実に納品されること

が必要だったからです。

「ハードウェアがなければ新規サービスを行うこ

とができないため、マシンの納期がはっきりしな

いと私たち自身が膨大な在庫を抱えなければ

ならない。これは経営的に大きな負担になりま

す」と保科氏。「しかしデルならオーダーから5日

間で納品してくれる上、24時間のサポート体制

や営業担当のきめ細かいコミュニケーションに

よって、私たちのニーズに素早く対応してくれま

す。非常に心強いパートナーです」。

ライフラインのバーチャル化で
日本の産業基盤の変革を目指す

IT業界で“ASP”という言葉が話題になる前か

ら本格的な取り組みを開始し、すでに数多くの

実績をもつasaban.com。しかしその多くは大

企業を中心とした“先進事例”であり、本格的な

ビジネスの“テイクオフ”は、今まさに始まろうとし

ている段階です。asaban.comのASPホスティン

グサービスを利用しているユーザ数は現在約

30企業ですが、今後は年間で100社の新規案

件の獲得が目指されています。バーチャルなビ

ジネスの世界に数多くの企業を呼び込むことが

できるか否かは、これからが正念場なのです。

多数の企業のビジネス活動をASP上に乗せ

ていくには、サービスの規模が拡大してもサー

ビス品質を維持し続けられるシステム基盤の

存在が欠かせません。デル製品とマイクロソフ

ト製品を組み合わせた高信頼で自由度の高

いプラットフォーム、そしてデルによる24時間サ

ポートや担当営業によるきめ細かいコミュニケ

ーションは、これからさらに重要性を増すことに

なるはずです。

「最終的に目指すのは日本の全産業のライフラ

インをバーチャル上で実現することで、これから

の日本の産業基盤を変えていくこと」と野田氏。

そのカバレッジは企業だけにとどまらず、e-

Japan構想で挙げられている電子政府の実現

にも広がりつつあります。壮大な夢を現実のも

のにするために、asaban.comはこれまで以上

に意欲的な活動を展開しつつあるのです。
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Microsoft® Windows® 2000 Advanced Server,Microsoft® Windows® 2000 Server,�
Microsoft® Windows NT® Server 4.0,Redhat® Linux® 7.1/7.2�

オンボードリモート管理機能�

Product�
プロセッサ�
マルチプロセッサ�
2次キャッシュ�
システムチップセット�
メモリ�
ディスクコントローラ�
ネットワークコントローラ�
RAIDコントローラ�
�
ハードディスクドライブ�
拡張スロット�
専用HDDベイ�
外形寸法�
電源定格出力�
オペレーティングシステム�
�

PowerEdge 4600�
インテル®  XEON DPプロセッサ 1.8/2.0/2.2GHz （デュアルCPU対応）�

サポート（最大2プロセッサ）�
512KB L2 キャッシュ�

ServerWorks ServerSet HE GC チップセット (400MHz FSB)�
512MB DDR SDRAMメモリ（最大12GBサポート）�

オンボード Ultra3 SCSI コントローラ×2�
オンボード インテル® Pro 100+×1、100/1000×1�

オンボードPERC3/Di Ultra3 SCSI RAID コントローラ （2チャネル）�
※RAIDを機能させるには、別途、アクティベーションキットが必要です。�

18GB Ultra3 SCSI HDD （10,000回転） �
PCI×7(64ビット/100MHz PCI-X対応×6、32ビット/33MHz PCI×1)�

ホットプラグ対応HDDベイ（1"×8+1"×2ペリフェラルベイ）�
311×445×701�

300W（ホットプラグ対応。オプション:冗長電源）�
Microsoft® Windows® 2000 Advanced Server,Microsoft® Windows® 2000 Server,�

Microsoft® Windows NT® Server 4.0,Redhat® Linux® 7.2

SAN
Storage Area Network

D e l l｜E M C Dell｜EMC SAN ストレージ･エリア･ネットワーク
サーバシステムのストレージ統合。バックアップの集中管理化。ビジネスの成長に合わ

せて拡張できるストレージ・システム。耐災害性も含めたより高い可用性の実装。スト

レージ管理コストの低減。このような課題が、Windows®サーバシステム環境において

ますます重要になっています。Dell｜EMC SANは大規模ワークグループや部門レベル

のアプリケーションシステム、そして全社レベルの分散アプリケーションシステムにおけ

るこのような課題に対する、極めて費用対効果の高いソリューションです。

DELL｜EMC FC4700-2
ハイエンドファイバーチャネルストレージアレイ
FC4700-2はFC2対応で、SAN環境において拡張性と柔軟性に優れる

高性能ストレージアレイです。最大64台のサーバと接続可能、ストレージ

容量は最大8.7TBにも達します。デュアル構成のプロセッサ、ネットワーク

パス、電源、バッテリ、キャッシュなど、あらゆる部分を冗長化。エンター

プライズ向けSANストレージにふさわしい信頼性と高性能を備えたフラ

ッグシップモデルです。

DELL｜EMC FC4500
ミッドレンジファイバーチャネルストレージアレイ

ミッドレンジのSANストレージFC4500の特長は、フルファイバーチャネル

化によるハイパフォーマンスと柔軟な拡張性。データ転送速度180MB／

秒、30,000IO／秒を実現するとともに、完全冗長化による高可用性も備

えています。いつでも必要なときにモジュールを追加できるビルディングブ

ロック構造は、日々 増加し続けるネットワークトラフィックとデータ量に余裕

をもって対応します。

製品カテゴリ
キャッシュ
搭載可能ディスクドライブ
ディスクドライブ回転数
最大ディスク搭載数
最大ディスク容量

エンタープライズ・ストレージ
1GB(RAIDコントローラあたり)
18GB,36GB,73GB
10,000回転または15,000回転
120
8.7TB(73GB×120)

製品カテゴリ
キャッシュ
搭載可能ディスクドライブ
ディスクドライブ回転数
最大ディスク搭載数
最大ディスク容量

エンタープライズ・ストレージ
1GB(RAIDコントローラあたり)
18GB,36GB,73GB
10,000回転または15,000回転
100
7.3TB(73GB×100)

DELL｜EMC FC5300
エントリファイバーチャネルストレージアレイ

FC5300は、クラス最高のパフォーマンスと、常識を破る低価格を両立さ

せたSANソリューションのエントリモデル。ビルディングブロック構造によ

り、ディスクモジュールの柔軟な増設が可能。ニーズの拡大に合わせた

拡張に対応します。OLTPシステム、メールサーバ、Webサーバ、プリン

トサーバ、エンジニアリング用途などの中・小規模なワークグループ向け

として最適のストレージです。

DELL｜EMC DS-16B2
ファイバーチャネルスイッチ

共通の可用性とサービス性
●N+1ホットスワップ可能な電源と冷却ファン

ファイバーチャネルプライベートとパブリックループをサポート。ホットスワップ可能なGBICs。

最大256ポート（1 Fabric毎）。

・DS-16B2はFC2対応。

製品カテゴリ
キャッシュ
搭載可能ディスクドライブ
ディスクドライブ回転数
最大ディスク搭載数
最大ディスク容量

エンタープライズ・ストレージ
256MB（RAIDコントローラあたり）
18GB,36GB,73GB
10,000回転または15,000回転
30
1.8TB（36GB×10＋73GB×20）


